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〈研 究 の 目的 ・方 法 〉

20世 紀 半 ば 頃 よ り, 盛 ん にな った とみ られ るハ

ンガ リー に お け る舞 踊 研 究 の歩 み を, 刊 行 され た

著作, 文 化 運 動 な どか らた ど り概 観 して み る。 こ

れ は単 に, ハ ンガ リー一 国 の例 で あ るに とど ま ら

ず, 舞踊 一 般 の研 究 方 法 を さ ぐる何 らか の手 が か

りを与 えて くれ, ま た, 伝 統 文化 の継 承 と い う問

題 につ いて も我 々 が学 ぶ べ き所 が あ るので はな い

か と考 え るか らで あ る。

 さ らに, ハ ンガ リ ーの現 代 社会 に お い て, 舞 踊

が 如 何 な る形 で 人 々 とか か わ りあ って い るか と い

う側 面 も考 え 合 わ せ て み た い と思 う。

 従 って, 刊 行 され た文 献 に可 能 な 限 りあた り, さ

らに, 筆 者 自身 の実 態 調 査, 体験 等 (1979～80在

ハ ンガ リー)  もあわ せ て 論 をすす め る ことにす る。

〈結 果 ・考 察 〉(表1他 学 会 発表 資 料 参 照)

 文 献上 に は じめ て舞 踊 に関 す る研 究 がみ られ る

の は, 音 楽 史 や言 語(学), 民 俗学 の分 野 の 中 で あ

り, お よ そ20世 紀 に入 って か らの ことで あ る。 た

とえ ば, 民 俗 学Ethnographia(1890年 創 刊)の

1905～6年 には, ハ イ ドウ ク(=牧 夫)舞 踊 の歴

史 的 比較 研 究 に 関 して の議 論 が な され た り, Reso

Ensel Sandor, Orban Balszsら の民 俗 学 的 研究

が み られ る(10)これ は それ まで の ドイ ツの 影 響 を取

り去 って, 自国 の マ ジャル 人 自身 の 文 化 を 追 求 し

よ う と して いた20世 紀 初 頭 の ハ ンガ リーの 時 代風

潮(2)の反 映 と もみ られ よ う。 そ の後1924年 に な っ

てRethei Prikkel Marianの 形 式, 音 楽, 言 語 と

い った 多方 面 か らの ア プ ロ ーチで そ の時 期 の 研究

成 果 を ま とめ た, 初 の ハ ンガ リー舞 踊 の 包 括 的 な

研 究 書 が刊 行 され る。 また1905年 に 田舎 での民 謡

収 集 活動 を 始 め た, コ ダ ーイ ・ゾル タ ーン Kodaly

Zoltan (1882～1967), バル トーク ・ベ ーラ Bartok

Bela (1881～1945)ら の 活動 は, 音 楽 と同 様 に舞

踊 の研 究 に も大 きな 影 響 を与 え, 20年 代 後半 か ら

40年 代へ か けて の舞 踊 の 収 集活 動 を 促 した 。 そ の

成 果 が37年 の “ハ ンガ リーの民 俗 学IV”の 舞 踊 の

項 の, 即 興 性 の 中 にみ られ る規 則 性, 音 楽 と舞 踊

の 関連 な どの叙 述 で あ る(Lajta, Gyonyey)。 ま

た, 47年 のMolnarの 璽qハンガ リーの伝 統 的舞 踊"

な ど もその成 果 を ま とめ た もので あ る。 これ と同

年 のLugossyら の “ハ ンガ リーの 民 族舞 踊 ”な ど

の 中 に は, Labanに よ る記 譜 法 が み られ る。 その

他 表1に み られ る ご と く, 37年 にViski Karoly

の “ハ ンガ リーの 舞 踊 ”(英 訳 版, ロ ン ドン), 

39年 に はElizabeth C, Rearickの 聖璽ハ ンガ リー

(人)の 舞 踊"(ニ ューヨーク), 50年 には, George

Budayの“ハ ンガ リーの舞 踊 ”(ロ ン ドン) と英

語 版 の もの も刊 行 され て い る。

 1945年 の革 命 以 降(3), 50年 代 は, よ り専 門化 され, 

各 ジ ャ ンル毎, 地 域 別 の丹 念 な フ ィ ール ドワ ー ク

の成 果 が ま とめ られ た 時 期 といえ, 60年 代70年 代

へ と受 け継 が れ, 現在 そ の体 系 化 が な され て い る

と いえ よ う。56年 か らは, 雑 誌 ぞ璽舞 踊 文化 ニ ュ ー

ス" が (～75年 まで), 76年 か らは “舞踊 文化 ”

(月 刊)が 発 行 され, 現在 まで, 舞 踊一 般 を取 り

扱 っている唯 一 の雑 誌 とな ってい る。また, 専 門 的 な

研 究誌 と して は, "舞 踊(学)研 究" Tanctudomanyi

tanulmanyokが 隔年 で, 58年 か ら現 在 ま で刊 行 さ

れている。内 容 は, 歴 史, 理 論(美 学, 動 作 学, 分

析), バ レエ, 民 族舞 踊, 外 国 の 舞 踊 に 関す る ものな ど

多 岐 にわ た って い る。特 に70年 代以 降 は, Martin

Gyorgy に よ る過 去 の 研 究 成果 の集 大 成 と もい う

べ き著 作 が 多数 発 行 され て い る。そ して, 他 の ヨー

ロ ッパ 諸 国 及 び近 隣 の 国 々 との相 違 共通 点 を探 っ

て, ハ ンガ リー舞 踊 の 本 質 的 な特 徴 を きわ め っつ

あ る。

 さて, 全 国 的 な 文化 運 動 や, 公 的 な団 体 機 関 の

成 立 に よ って, 伝統 文 化 の保 存 や記 録, 研 究 は, 

個 人 の手 か ら, 団 体, 国 家 の手 へ とゆだ ね られ る

よ うに な った。 た とえ ば, 47年 の民 俗 学研 究 所, 

舞 踊芸 術 家協 会, 成 人 芸 術 ・教 育 研 究 所, 国立 民

俗学 博 物 館 の 開 設 ・設 立, 50年 の国 立 民 族舞 踊団

の 設立, 71年 の 国立 バ レエ学校 内 の民 族舞 踊科 の

開 設, 74年 の, 科 学 ア カ デ ミーの音 楽 学研 究 所 の

中 の常 設 の 民族 舞 踊 研 究 部 門 の開 設 な ど, しだ い

に研 究 の場 が 広 が って きて い る。

 大 き な文 化運 動 も2っ み られ た。1つ は, 1931

年 か ら44年 へ か けて 起 こったGyongyosbokreta 運

動(真 珠 の花束)で あ る。 これ は 劇 作 家Paulini

Bela (1881～1945)が 創 始 した と され, 毎 年8月

20日 頃 の1週 間 か ら10日 間 にわ た り, 各 地 の村 々

の グ ル ープが, 舞 踊 や民 謡, 風 習 な どを ブ ダペ ス

トの 舞 台 で披 露 しあ った もので あ る。初 め は, わ

ずか10ほ どの参 加 数 で あ ったが, 最 終 的 に は, 約

100(1944)に もの ぼ った。 この 運動 の モ ッ トー

は,“To preserve folk traditions”で あ り, そ

の 目的 通 り, 各 地 に継 承 され て い る舞 踊 や 歌, 風

習な どの 発見 と記録(フ ィル ム, テ ー プ, 写真 ラ

バ ノ ーテ ー シ ョンな ど), 及 び保 護 育 成 に 大 き な

役 割 を 果 た した と考 え られ る。

 も う1つ は, 1970年 代 に入 って, 振 付 家Timar

Sondor, Kricskovics Antalら の 提 唱 に よ りは じ

め られ たTanchaz運 動(舞 踊 の家)で あ る。元 来, 

田舎 の村 には, 日曜 の 午 後 や平 日の 労働 の後, 若

者 た ちが 寄 り集 ま って 歌 や 踊 りをす るコ ミュニケー

シ ョンの場 と してTanchazと 呼 ばれ る もの が あ っ

た。 これ と同様 の もの を 町 に も作 って, 自国 の豊
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か な, だ が 消 え つ つ あ る文 化 を継 承 して い こう と

した もの で あ る。

 ブ ダペ ス ト市 内 で は, 週 に4回 ほ ど, 公民 館 や

青 年 ク ラ ブな どで 行 わ れ, 前 半1時 間 が子 供 の ク

ラス, 後 半3時 間 が 成 人 ク ラス で, 踊 りの他 に も

民 謡 を教 え た り, 民 俗学 者 の講演 を した り して い

る。 ま た田 舎 か らブダ ペ ス トのTanchazを たず ね

て き た人 た ち に話 を きい た り, 一 緒 に踊 る こと も

あ る。 基 礎 的 な と ころ は, 指 導 して くれ るので, 1

全 くの初 心 者 で も気 軽 に参 加 で き, この 頃 は家 族

連 れ で 楽 しみ に くる人 た ち もみ られ る。 必 ず民 族

楽 器 に よ る生 の 伴 奏 もつ き楽 しい雰 囲 気 で あ る。

この運 動 の 意 義 は, 若者 たち に 自国 の伝 統 あ る

舞 踊 に触 れ させ, そ の価 値 にめ ざ め させ, さ らに

そ れ を担 う側 に した 点 で あ る。それはアマチ ュアの

踊 りの グル ー プ数 の 増加 に あ らわれ て い る。44年

に は, 国 内 に100ほ どの グル ープが 数 え られ たが, 

1978年 現 在, 伝 統 的 な村 の グル ー プ(21%), 若

者 た ち(22%), 子供(57%)で, 総数1296の グ

ル ーープが あ る。

 以 前 は, 親 か ら子 へ とい う形 で伝 え られて いた

伝 統 文 化 で あ るが, 近 代化, 都市 化 が 進 む につ れ

そ の姿 は変 容 して きて い る。 た とえ ば, 村 で 踊 れ

るの は高 齢 の 人 の み に 限 られ て しまい, 踊 る場 も

な い た め, 学 者 や 踊 り手 が彼 らか ら踊 りを 習い, 

村 の子 供 た ち は, そ の専 門家 た ちか ら 自分 の村 の

踊 りを 習 う と い った こ とが み られ るの で あ る。

 Tanchaz 運 動 もほ ぼ10年 が 過 ぎ, か な り定 着 し

効 果 を あげ た と評 価 で き るが, これ を 単 に流 行 に

終 わ らせ る こ とな く, 真 の意 味 で伝 統 文化 を継 承

してい く方 法 を 考 えてい くことが今 後 必要 であろう。

 註(1) Martin Gyorgy: Amagyar n6ptancai, 

 Corvina, p. 9-10, 1974.

 (2) 矢 田俊隆: 世界現代史26, ハ ンガ リー, チェ

 コスロヴ ァキア現代史, 山川出版社, p. 74.

 1978, 梅 田良忠編: 世界各国史13, 東欧史, p.

 299, p. 347.

 (3) 第1次, 第2次 大戦 中の様々な抑圧や支配か

 ら, 1945年 ブダペス トが解放 され, その後ハ ン

 ガ リーが, 人民民主主義の道へ歩んだ とされて

 いる。

 (ハ ンガ リー人の人名は姓, 名 とな る。ここ

 ではハ ンガ リー式にな らった。)

表1 著 作 ・雑 誌 等 ・公 的 機 関等 の設 立

(○印 は雑誌等 ＊印は公的機関等の設立)

(特 に明記 していない ものはすべて Budapest が発

行地)
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